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は　じ　め　に

　登山者など利用者による自然破壊の状況は各方面の調査によって明らかにされ，最近ではそれに対

する施策も徐々にとられるようになっている。白山室堂平の雪田植生，いわゆるお花畑も例外ではな

く，広い範囲にわたって裸地化がすすんでいた（菅沼他, 1977）が，昭和48年になって立入禁止など

の措置がとられるようになった。その効果は徐々にあらわれているかに見えるが一度破壊された自然

は早急に回復するものではなく，また，回復したとしても破壊される以前の植生に戻るかどうかは疑

問である。

　この調査は，裸地化した雪田植生の回復を克明に追うと同時に，回復を促す人為的手段を模索する

ことを目的として1973年から定置枠を置き，年１回調査を行ってきた。まだこの研究は終了したわけ

ではないが調査を開始してから1979年で７年目にあたるので今までの結果をまとめたので，ここに報

告する。

調査地及び調査方法

　室堂平園地の野外研究路に沿って，定置区（永久調査区）を３か所設定した（図1）。定置区１の面

積は３×３m, 定置区２及び３の面積は２×2 mの方形枠で四隅を杭で固定している。

　調査区１は宿舎建設のための資材置場のあとで，裸地の割合は当初（1973年）65％で，岩石が多く

散在する平坦地である。また，道路端であるため人の立ち入りが多かったところである。なお, 1974

年は都合によりこの区は欠測した。

　調査区２は園地の北東隅で降雨時にできる流れの堤にあたる砂礫地で，融雪時には一部流水によっ

て冠水することがあったが，流水溝の改修によって近年は冠水することが少ない。この調査区の裸地

の割合は当初31％である。

　調査区３はビジターセンターでの使用水の集水域にあたっており，かつて水槽が近くにおかれたり

して裸地化かはげしく，裸地の割合は当初56％で礫が多くやゝ乾燥したところである。

　以上の調査区において，生育種類ごとの広がりとその位置及び芽生えの数とその位置を方眼紙（１

mm）に写しとり生育現況図を作成した。これを室内にもちかえり各種類毎の占有面積を求めた。種毎
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の占有面積より各調査区の植被率，種別の占有率（占有面積の調査面積に対する割合）を求め，また，

種間における重なりの面積を計算した。

調査の結果と考察

　生育現況図（図２～4）に見られる種の位置は各年ほとんど変らず，中心となる株や小群落が占有

面積の増減をくりかえしながら長期のうちには占有面積を増加（表1,図５）させ，また，占有面の

広がりや重なりは年とともに複雑になっている（図6）。以下，各調査区ごとの変化をみることにする。

　調査区1

　1973年，植被率37.0％,占有率はヒロハノコメススキ18.7%,ショウジョウスゲ7.7％,クロユリ

6.1％,ガンコウラン2.8％で，他は1％未満で出現種はコメススキ，ミヤマクワガタ，アキノキリ

ンソウ，オンタデ，ハクサンボウフウ，マイズルソウである。

　1973年から1975年の２か年で植被率は33.5％となり,3.5％減で,占有率はヒロハノコメススキ19.8

%・ 1.1％増，ショウジョウスゲ10.8％･ 3.1％増で，他はクロユリが0.3% 減というようにわずかで

はあるが減っている。植被率が減っているのは種間の重なりの面積が増加したためである。この年に

ミヤマヌカボシソウ，ミヤマウイキョウが新しく出現し，マイヅルソウが消失している。

　1975年から1976年に植被率は37.3％･ 3.7％増で増加はわずかである。占有率はヒロハノコメススキ
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24.6％・4.9％増のほかは増減はわずかである。再びマイヅルソウが出現し，新しくシナノキンバイが

出現する。

　1976年から1977年に植被率は44.9％・7.7％増で大きく増加する。占有率はヒロハノコメススキ33.7

％・9.1％増，ショウジョウスゲ13.5％･ 3.7％増となって，クロユリを除いてすべてわずかずつ増加

している。

　1977年から1978年で植被率は46.2％･ 1.2％増であるが，占有率はヒロハノコメススキ31.9％・1.8

％減のほかショウジョウスゲ，クロユリ，ガンコウランなどもわずかずつ減少している。

　1978年から1979年で植被率は44.6％･ 1.5％減である。占有率はガンコウラン4.2％・0.5％増のほか

は減少し，ヒロハノコメススキ31.9％･ 1.8％減となっている。ミツバノバイカオウレンは消失してい

る。

　1973年から1979年の７か年の較差は植被率は7.6％増，占有率はヒロハノコメススキ8.9％増，ショ

ウジョウスゲ3.2％増のほかは増減差はわずかで，この間に新しく3種増加して13種となっている。
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　調査区2

　1973年の植被率は68.8％で，占有率はミヤマキンバイ53.0％,ショウジョウスゲ21.4％,アオノツガ

ザクラ6.5％,コバイケイソウ4.7％,ヒロハノコメススキ4.0％である。１% 未満の出現種はハクサン

ボウフウ，シナノオトギリ，ミヤマリンドウ，ハクサンコザクラ，ミヤマキンポウゲ，クロユリであ

る。

　1973年から1974年で植被率は60.3％･8.5％減と大きく減っている。占有率はショウジョウスゲ10.3％

・11.2％減，ミヤマキンバイ46.2％・6.8％減で，他の増減はわずかである。

　1974年から1975年で植被率は61.1％・0.8％増である。占有率はミヤマキンバイ25.5％･20.7％減と

大きな減少があるが，ヒロハノコメススキ14.1％.・9.7％増，コバイケイソウ12.5％・8.9％増など大

きな増加が見られ，他の増減はわずかである。占有牢の大きな変動は現況図（図３－２）に流水跡が

見られるように融雪時の流水の影響をうけて1974年に減少し,1975年から1976年にかけて回復したた

めと考えられる。

　1975年から1976年で植被率は87.9％･ 26.7％増でいちじるしく増加している。占有率はヒロハノコ

メススキ27.1％･ 13.0％増，ミヤマキンバイ35.7％・10.2％増，コバイケイソウ20.9％・8.4％増,シ

ョウジョウスゲ17.6％・8.1％増，ハクサンボウフウ10.3％・7.5％増，アオノツガザクラ5.9％・3.0

％増といずれも増加している。

　1976年から1977年で植被率は86.4％･ 1.5％減である。占有率はヒロハノコメススキ39.0％･12.0％

増，ハクサンボウフウ12.0％･ 1.8％増のほかは，コバイケイソウ16.2％・4.7％減，ミヤマキンバイ

32.5％･ 3.2％減，アオノツガザクラ3.6％・2.3％減，ショウジョウスゲ16.6％・1.0％減といずれも

減っている。なお，この年にミヤマキンポウゲは消失し，ヒロハノコメススキがミヤマキンバイにか

わって優占種となっている。

　1977年から1978年に植被率は86.2％・0.2％減である。占有率はミヤマキンバイ34.2％・1.8％増の

ほか，ハクサンボウフウ9.2％・2.9％減，アオノツガザクラ1.1％・2.5％減，ヒロハノコメススキ36

.9％・2.1％減，ショウジョウスゲ15.6％・1.0％減でいずれもわずかの減少である。この年に新しく

コメススキ。ハクサンフウロが出現している。

　1978年から1979年で植被率は83.4％・2.8％減で1977年より続いて減少している。占有率はショウジ

ョウスゲ17.6％・2.1％増のほかは減っており，ミヤマキンバイ24.8％・9.5％減，ヒロハノコメスス

キ31.5％・5.1％減ハクサンボウフウ7.2％･ 2.0％減，ハクサンフウロ0.7％・1.4％減である。こ

の年にミヤマリンドウ，ハクサンコザクラ，ミヤマキンポウゲ，コメススキ，アオノツガザクラが消

失している。

　1973年から1979年の７年間で，植被率は14.5％増，占有率はヒロハノコメススキ27.5％増，コバイ

ケイソウ12.1％増，ハクサンボウフウ6.6％増，ミヤマキンバイ28.2％減，ショウジョウスゲ3.8％減

となっている。ヒロハノコメススキの増加とミヤマキンバイの減少が目立っている。また，アオノツ

ガザクラは1974年より6.7％減で消失している。クロユリ，シナノオトギリの消長はわずかである。

出現種数は10から９に減少している。

　調査区3

　1973年，植被率は44.4％,占有率はヒロハノコメススキ21.5％,ミヤマキンバイ11.9％,アオノツ

ガザクラ5.8％,クロユリ2.3％,スギゴケ1.9％,コメススキ1.7％である。 １% 未満の出現種はハク

サンボウフウ，クロマメノキ，ネバリノギラン，ミヤマクワガタ，ショウジョウスゲ，ハクサンコザ

クラである。

　1973年から1974年で植被率は45.1％・0.7％増である。占有率はヒロハノコメススキ31.0％･9.5％
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増，クロユリ8.2％・5.9％増，スギゴケ3.9％・2.0％増である。その他の増減はわずかである。この

年に新しくイワギキョウが出現する。

　1974年から1975年に植被率は47.1％・2.0％増である。占有率はミヤマキンバイ13.1％・ 1.9% 増，

ミヤマクワガタ1.2% ・1.1％増，クロマメノキ2.1％・1.0％増，ヒロハノコメススキ26.6％・4.4％

減，クロユリ5.2％・3.0％減，アオノツガザクラ2.6％・1.9% 減, スギゴケ2.0％・1.9％減である。

この年にハクサンコザクラは消失し，ミヤマアカバナ，ミヤマリンドウがわずかながら出現する。

　1975年から1976年に植被率は39.1％・8.0％減と大きく減少している。占有率はスギゴケ3.9％・1.8

％増，ハクサンボウフウ2.8％・1.8％増のほかは減少しており，ヒロハノコメススキ20.5％･6.1％減，

クロユリ1.2％・3.9％減，ミヤマキンバイ9.9％・3.1％減である。この年にイワギキョウ，ミヤマリ

ンドウは消失し，ミヤマヌカボシソウ，ハクサンコザクラがわずかに出現する。

　1976年から1977年に植被率は48.9％・9.8％増と大きく増加している。占有率はヒロハノコメススキ

38.3％･ 17.8％増，ミヤマキンバイ6.5％・3.4％減で，他の増減はわずかである。この年にミヤマヌ

カボシソウは消失し，ミヤマアカバナが出現する。

　1977年から1978年に植被率は61.8％･ 12.9％増と大きく増加している。占有率は増加するものが目

立ち，ヒロハノコメススキ46.8％・8.6％増，ミヤマキンバイ14.0％・7.5％増，クロユリ1.7％・1.6

％増，クロマメノキ2.5％･ 1.2％増，ハクサンボウフウ2.0％・1.1％増で，スギゴケのみ1.6％減っ

ている。ハクサンコザクラは消失している。

　1978年から1979年に植被率は62.9％・1.1％増で, 1977年より続いて増加している。占有率の増減差

は小さく，スギゴケ4.1％・2.1％増，ミヤマキンバイ15.0％・1.0％増，ヒロハノコメススキ44.7％･

2.1％減である。

　1973年から1979年の７年間に植被率は18.5％増，占有率はヒロハノコメススキ23.2％増，ミヤマキ

ンバイ3.1％増，スギゴケ2.2％増，クロマメノキ1.3％増，クロユリ1.3％減である。クロユリのほか

は増加し，中でもヒロハノコメススキの増加がいちじるしい。一方，アオノツガザクラは減少する傾

向にあり，ハクサンボウフウ，ショウジョウスゲの増減差は少ない。出現種数は12から13に増えて,い

る。

　上記のように各調査区はそれぞれの特徴を示しながら変化しているが，いずれの調査区も，裸地に

植生が回復する場合にヒロハノコメススキが大きな役割を果たしている。種毎の占有面積はわずかで

あるが増減をくりかえしながら同じ位置を占めているものに，ミヤマクワガタ，ハクサンボウフウ，

オンタデ，ミヤマヌカボシソウ，アキノキリンソウ，マイヅルソウ，ミヤマウイキョウ（以上調査区

1）,クロユリ，シナノオトギリ，ハクサンフウロ（以上調査区2）,ミヤマクワガタ，コメススキ，

ネバリノギラン，ハクサンコザクラ（以上調査区3）がある。

　以上，植生の変化を種毎の占有面積の増減の面から見てきたのであるが，植生の広がり方も重要な

要素である。

　種間の重なりについては種によって多少の選択性が見られた(図６)。種別の重なり率(種別の重な

りの面積の調査区全体の重なりの面積に対する割合, 1973年から1979年の面積の平均により求めた)

により種間の選択をみると次のとおりである。

　調査区1,ヒロハノコメススキとショウジョウスゲ32.9％,ヒロハノコメススキとクロユリ29.4％,

ショウジョウスゲとクロユリ32.8％で，これらの重なりの面積は大きい。一方，ガンコウランとクロ

ユリ，ミヤマクワガタとクロユリは重ならない。

　調査区2,ショウジョウスゲとミヤマキンバイ39.9％,ヒロハノコメススキとミヤマキンバイ18.1

％，ヒロハノコメススキとショウジョウスゲ15.7％と占有面積に比して重なり率も大きくなっている。
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コバイケイソウとショウジョウスゲは重なり率1.6％で，占有面積に比して特に小さい。

　調査区3,ヒロハノコメススキとミヤマキンバイ35.4％,ヒロハノコメススキとスギゴケ14.2％,

ミヤマキンバイとスギゴケ12.4％である。ハクサンボウフウとクロマメノキ，クロマメノキとクロユ

リは重ならない。調査区１とともにクロユリに選択性が考えられるが，この調査の結果のみでは確定

できない。

　重なりの面積の占有面積に対する割合は，調査区１では1973年18.6％,1979年13.9％,調査区２で

は1973年27.6％, 1979年21.8％,調査区３では1973年12.8％, 1979年12.3％である。植被率の増減に

似た変化をするようであるが,遷移の方向からみると,重なりの種間の組合わせに多様化がみられる。

　以上の結果から，植生の回復には植被率の増大という植生の量の拡大と種間の組み合わせが複雑化

していく方向が見い出されるが，その変化のしかたは多様である。

　植生の回復を早める人為的手段としては，裸地化かすすんだところでは表層の土壌が流れないよう

にする必要がある。また，ヒロハノコメススキの種子を播いて回復を助けることが考えられるが，こ

の点については今後の問題としたい。

　最後に本調査の便宜を図っていただいた白山比咩神社,石川県白山自然保護センター,白山観光協会，

外業に御協力を頂いた礒崎陽子(旧姓若林),伊藤真理子(旧姓芳賀)両氏，田中規子，前迫ゆり両嬢

を始め多くの方々に深く感謝の意を表する。

Summary

Since 1973 we have been investigatingonce a year on recovery of snow-patch vegetation denuded by

trampling using the permanent quadrat method. Thisis the report recorded for seven years up to 1979.

In order to increase the speed of recovery of vegetation,the most important thingis to prevent the

upper soilfrom running off from the more denuded area.
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